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近世大阪町人学の系譜と特質
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大阪大学における学問の源流には、一万ナ保九年(一七一一四)に創設された懐徳堂の学問と、天保九年(一八一一一入)に開設をみた適塾の学問とがあるとされてきた。この点に関して、木村英一氏は「懐徳堂と大阪大学」(大阪大学一総『侠徳蛍の過去と現十位』所収、昭和五十四年発行)のなかで、「今村学長は、当時までに大甑大学の有に帰していたこ大文化遺産、即ち史跡としての緒方洪践の適換の旧館と、旧艇徳堂の史料を含む徳堂文踏との、文教的意味について深く思いを致 、適
J鳴を以って大
阪大学の
理学的諸学部の源流とし、懐徳堂を以って文科系諸学
部の源流として、
一つを抵ベて適正規模において表彰して行きたい、
という意見を機会あるごとに間観された」と述べ、第五代総長今村荒男氏(昭和二十一年十二月
J二十九年十二月)がその方針を明らかにしてい
たことを確認している。昭和二十一一一年九月、大阪大学に法文学部が設置され、盟二十四年五月に法文学部が文学部と法経学部とに分離した器、懐徳堂蔵書一一一万六
千
mm
が大阪大学へ寄贈さ
れ、懐徳堂文路として収贈
さ
れ
た
情
ペコ
し、
て
は
蔵さ ることになった。部二次大戦の戦火を免れた壊徳蛍蔵滑りが本学に寄大阪大学文学 編『懐徳
(昭和五
十一年)の序文に、当時文学部長であった梅浅間升氏が詳しく述べており、その経緯をうかがうことができる。適塾が大阪大学詑学部
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懐徳堂記念碑・適塾史跡周辺図
@淀屋由度数跡前例
の一淑流をなすものであることは、余 にも周知のところであり
いま
さら説明の必要もないくらいである。明治二年、適塾も懐徳堂もともに附閉鎖されたけれども、適塾は悶
一月に設立された仮病院および
ら大正医学校に発展的解消を遂げたのに対 て、懐徳堂は明治
の閉鎖か
の財同法人懐徳堂記念会の設立にいたるまで四十五年間に
わたる中絶の時代がつづいたの あった。さきに 大阪大学 おける学問の源流として、懐徳堂と適勃一とを併記したが、明治以後におけるといわざるをえない
c
連続投という点からみると、両者にはかなり大きな違 が生じ いる
大阪大学編吋緒方洪隠と適塾』(昭和五十二年)をみると、「明治初年
頃に塾は閉ざされたらしく、光輝ある適塾の歴史はここに終りを告げたのであった。しかしその学統は断絶したのではなく、明治ニ年(一八六九)一一一月大阪府が大福寺(東区上本町四丁目)に仮病院および医学校を設立した捺には洪胞の嗣子緒方惟準、義弟郁蔵、養子拙斎その他門人たちがこれに参加したのであって、適塾の発展的解消ともいうべきである。この医学校は後に幾多 変遷を経て現在の大波大学医学部となったのである
L
と述べ、緒方家を中心とした人的系譜の部から考えて
も、ま 仮病院および医学校 よる医療事業ならびに医学教育の点からみても、本学援学部は適誌 つらな も であったことを明らかにしている。その点、懐徳堂は明治
二月、最後の教授となった並河内冷泉が、
よそじ(文〉〈今日〉
「百余り四十路間とせのふみの宿けふを閉山りと見
懐徳堂の門扉に、〈返〉かへりていづ」と う和歌を貼付して退去して以来、大正初年まで研究教育機関としての懐徳堂の機能は停止してしまっていた。ところが、明治四十
一月、大阪朝日新聞の主筆ですぐれた漢学者であった西
村時彦(天囚)氏が、大阪人文会例会の席上におい 、懐徳堂創設期の助教として知られる五井関洲に関する講演をおこなっ 。これが大阪市畏の反響を呼び、懐徳堂の顕彰とその学問 再興を目的として、大正二年に侠徳堂記念会が設立されたのである。
したがって、懐徳堂の
場合、適塾とは違って大きな断絶がみられたこ が特徴的であった。懐徳堂一持輿の端緒となった大阪人文会は、大阪府立国書館初代舘長の今井賞
氏の主唱によって設立されたもので、在販好学の土の文化
交流の場としての役割を果たしていた。一戸時代以来、懐徳川五の運営について後援者のなかでも京要なメンバー
の発足に際しては、江
であった鴻池議右衛門氏や、住友吉左衛門氏らが発起人となり、記念会会頭に住友吉左衛門氏が推されて就任した。
の発足とともに、
普通会員一、一一一七
O
名に
その組出向 授河して入会を希裂する者が頗る多く、特別会員六二二名、
決せられ、
た。その後、懐徳堂前一建の
大正五年には大阪市東区山以後町の府立大阪博物場問北部に 懐徳堂かれることになり、終戦の年の講堂の竣工をみた。この前一 建された壊徳堂では、定期学術講演会が開
月十四段、大仮の大空襲によ
り懐徳蛍の建物の大部分が焼失するまでつづいた。その戦災 とき、
大阪大学に寄附加されたのであった。
さいわいに被災を免かれ、さきに述べたように、
のちにその蔵
戦災をうけた懐徳堂では、間年七月十日に焼け残った古踏のなかで
開講式を挙げ、開月十四日からはゃくも定例講義を再開している。その熱意には篤艇のほかはない。現在の春秋一…季の懐徳蛍話肢が開かれるようになったのは、
一卜
五
??'引吋」
l
月からであった。
このように、懐徳蛍にはその消
長がみられたが、大阪町入学の殻堂であった懐徳堂の学問は、適塾とならんで大薮における実学の伝
減災で焼失した主主建懐徳さまの玄関
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統をもっともよく示すものであり、その懐徳堂学における学風には、現代においても語り継がれるべきところがきわめて多い。
っ、ぎに、そ
の懐徳堂の設立事情や学風をみていくことにしたい。
懐徳堂の設立と学風
山口町千保九年、政徳堂が設立されたとき、その中心メンバーとなったのは
「懐徳堂五同志
L
といわれる大阪町人たちであった。大抜尼崎町
一丁目(現夜、東一弘今橋四了間口)の
(一説によると、漬物商とも
いう)であった道明寺屋台左衛門(富永労務)、
珂替商(一一統では舟板間同僚)
の術部屋吉兵衛(台関可久〉、
の一一一星毘武右衛門(中村良斎)、
は不詳の舟橋屋四郎右衛門(長崎克之)、鴻池家三代の
の女婿
にあたる鴻池屋文四郎(山中山市古)がそれである。
この五問志により侠徳設が設けられることになり、その詩舎には
閉山寺悶肢の隠居宅(現在、大阪今橋の日本生命の本社所在地)があてられた。
けいさい
初代学主には、浅見綱斎の高弟として知られた一一一宅石路を招き、そ
しゅうあん
門下の中弁護躍が学問所預り人となった。石庖の学問は陽明学を主としながらも封建教学の朱子学や、京都の
はじまる方学など
もとりいれ、諸説をあわせて折衷したものであった で白え鶴学問」とも評されたことは有名であ 。
懐徳堂では、四書(大学・中間・論諮・挽子)
(易経・詩絞・
3
経
-十一和秋・礼記)を教えたが、その解釈は折衷的で、そのためさきに述べたように「鶴学問」 もいわれた。首は米子で、
(陸ん双山)、脚
は玉(壬陽明)のようで、鳴く戸は誌に似てい
52 
るといわれた。その阪というのは、石庵が丸薬のつ反魂丹」を市販し、病弱の
の
療
三宅石f託先生m
義的以に充てていたからである。
石路はまた
戸中山川おの解釈においてすぐれ、
ひろく学ん
で、これを自由に批判し、
かつ中正を得るこ
とが自由討究の学問精神であることを切らかにした。こうしたところ 懐徳堂の特質がう
実践性を
J…山一一一視し、町人向けの教義的儒学を創造したところに大きな芯
かがわれ、学問と て 整合性よりも、その
上抑制忍ケ澗)の
認められる。その点、江戸幕府の学問所であった江戸湯舟(はじめ
は性格をいちじるしく具にしており、懐徳川区の
は虚心根侠で、町人教育 本授にそうも であった。
の開設に先立って、
し
て
1lI] 
ぇ、のち
fZAA
し市Zih
ド
Lお
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ノf
) 
、
問志を糾合
(一七
に多松堂という詰舎 つくり、忠郎の布施を迎
丁目に移転したが、一手保九年(一七二回)
の大
一時大甑郊外の一平野郷町に郊をさけた。閉山町には卒保こっちはし.かんすいどう
の土橋友降ら詰裕な町人地主胞により設立された含翠堂
火で焼失し、(はじめ老松訟と称した)があり、石崎は含翠堂で講義をおこない、大阪
の
の門人たちは平野郷町に石路な訪ねた。このとき、前記の五階志たち
Pl 
が首明者となって、尼崎 …丁自に侠徳堂を設立し、同九年十石崎をここに迎えたのである。
故初の都政改不である平保改革を実施した将軍徳川吉宗は
学部奨励の教化政策を強力に推し進めていた。石胞の友人一一一輪執斎はこの博報を得て、それは諮施から五河志に伝えられた。
五向志による
運動がはじまり、
において奔走の結果、
一年七月には幕府
による公許 問所となり、学校地として諮役は免除された。
コ慌徳
堂内事記』のなかで、
のことを「吾党の学問所」といっている
が、そうしたところにも五詞志を中心とした大阪町人の立気込みをうかがうことができる。
の学期にあたる「懐徳堂定約」によれば、正課の課目として
は四書五経以外の雑巾一日などは講義しない定めとなってい が、石蕗は儒学のみならず和学 研究においてもすぐれ、石胞の門人五井州側部は日本の古典に関する多くの
をあらわし、
yぐっ
ι￡
hH
こ主吋列火ハリ・勿
UT--L
智正
LS?J'
生
ι
ゃ、『古人的
f和歌集』の
である『勢語通』
はじめ、
吋源氏物語』の概要を記したコ際語捉要』、可万葉集
L
の注釈訟の吋万
葉詰』、
の内容を要約した
などがある(小島
士口機「駒山徳蛍と和尚子」、大阪大学縞『大間以の学問
ii
懐徳銭・迎致||』所収、
昭和五十五年)。
口の思い上関秋成が、同“胆大小心録
n加のなかで、
先生というがよい儒者であった」といってい くらいであるから、前洲は余程の傑物であったのであろう。
したがって、懐徳川及においては課外の課目として和学も講義し、医にも説き及んでいた模様である。
も
の
通じていたことは、
主張にとらわれない自由討究の精神を旨と
した壊徳堂の学問問を知るうえで興味深い懐徳堂の学風は、その「学問所接投」にもよくあらわれている。そ
の第一条に、
J1γ
問は忠孝を尽くし、
に励むことを目的とするも
のであり、講釈もその郎官を説くことが第
であるから、書物を持参
しなくても総詳して
ぃ。したがって、
やむをえない用事がで
きた時には、
であっても退席してよろしい」と記している。ま
すこ
、はじめは
は上限とするが、講釈が始まってから
Ni'J 
し
はない
L
と規定していたが、
四代学主の
チ|二
竹
IU 
の長男)のとき、これを
の交わりは貴賎貧富を論
ぜず、同市とすべ こと」となし、
工商の'身分制の枠な越えた班
仰併を示したことは注日されよう。
大紋町人の学問と商家経営
懐徳武が創設された本保加は、さきに述べたように、一学保改本が断有された幕政の大きな転換別であった。この頃になるる一万禄文化を創り出した経済の発民期から、
は一変して不況の
JJ
ノ
の再編成をはからざるをえぬ状態に追い込
閣を迎え、まれていた。そのため
の動きも、
一万禄期ご六八八
J
一七
Om
悶)のイ
ンブレ基調から、
-一リナ川派別(一七二
J
一七一一一六)にはデフレ某調に
じ
その影山明白川を受けて、
にも変化があらわれ、
経常体制を引き
74巾
hゾ、
んザザ介、
kυ
の永続をはかるために
H攻めの経営
μ
から
yq
りの経営
μ
へと戦略伝換なおこなうこと 余儀なくされた。多くの商家では「家訓しゃ
などを制定し、大阪町人の小一括的条とした始末・才覚
近!日:大阪町入学の系~l*と l持笈58 
-算用の精神や、勤倹力行・創意工夫・独立自営・海道一徹などの伝統精神が明文化された。→ーや保期における家訓制定の引き金となったのは、宝、氷二年(一七
O
けっしょ
五)における「淀屋の鋭所」(幕府の命により淀由民の全財産が没収となり、
大阪の代表的な初期豪商として知られ
乙あん
た淀屋家は、初代与三郎(常安)、二代一一一郎右衛門(一一一一一向当・小路)のとき所払いとなった事件)であった。に業礎が悶められ、一一一代一一一郎右衛門(筒斎)・田代一 郎右衛門(重当)・五代コ一郎布衛門(広当・辰五郎 とつづいたが、辰五郎の代になって隣所を命じられ 。淀屋の家者をきわめた生活が町人の身分に過、ぎたも
きい
のとされ、幕府の忌辞に触 たためである。
『堂
zM阿旧記』(米商旧記)をみると、淀屋は「町人にしては前代米関
なにわ
であったと述べ、また「難波長老」とさえ呼ばれていたと説
いている。こ ような初期豪商の倒産から、当時の新興町人であった
-住友などが学んだ歴史の教訓は、淀屋のような多角経営
鴻池・一一を排して 業専心の徹践をはかり、
H守りの経営
μ
への転換をおこな
うということであった 時期に 家訓を定め、家産の維持や家業の永続をはかる体制を強化した も、新しい時代に対応しようとした企業家精神のあらわれにほかならなかった。住友家では、写保六年(一七
)に住友家五代の友臼回が、
別
子
銅
J11 
家法書ならびに長崎店家法書を定め、京都に本店を置く一ニ都
たかひらそうち〈
井家においても、翌七年に二代高平(法名曲目州一一)が
シ}し『ノ
むねとし
さらに翌八年には鴻池家においても、一一一代宗利(家
いえさだめ
援はすでに四代宗点に談っていた)が「家定記録覚」を制定しているのも、家法書をつくり、
決して偶然の一致であったとはいえないであろう。
54 
このような家訓による経営の体制が確立した亭保期において、大阪
町人の学問所である懐徳堂が開設されたことは、寵家経営と学問との深いつながりがみられたことを示している。鴻池家における家加を集大成した一一一代宗科の女婿にあたる鴻池箆叉閥的仰が、さきに述べたよう?」、ー
「懐徳堂五関門士山」のメンバ
i
であったことも、また鴻池家の家訓
「家手記録党」が制定された年の翌年にあたる写保九年に撲徳堂が設立されたことも、やはり無関係ではありえなかった。大販問人 学問所を設けて、近陛の俗学その他 を現実の社会生活に活用する道を求め、型一人の教えを通じて'剖 としての自覚を高め、社会秩序における商人階腐の役割やその責任を認識したこと 、家訓にあらわれた経営理念の機認とその実践とも結びつ てい の あろう。それは懐徳堂が大阪の上関町人によって支えられ、また家訓を制定した商家が江戸別豪雨といわれた商 階隠の
部の者であったことなどとも関連
しているものと考えられる。
とも‘レらしい〈さい
住友家の五代友問問の奥母弟にあたる友俊(泉庭理兵衡を名乗り、背務と
号したが、先祖の入江土佐守の後を継いで入江友俊とも称した)も懐徳堂にび、五井謝洲から教えを受けた。友俊は病弱であった児の友日間に代わって家政改卒をおこない、克延期(一七四八
J
五一)には、「拾イヂ代勤方
心得」「別家手代取締方」「銅吹所取締」など 多くの家訓を制定 。前記の享保期における住友家の家訓が民子銅山や長崎店 対象としていたのにくらべると これらは住友 の大阪本店な びに大阪 銅吹所を対象としていた点が違っていた。 俊は「共形長自く陛強にして
北日戸古川く諒々たる風骨」(岡山撫山『浪翠人物誌』)であったといわれ、沈滞した経営の刷新をおこない、家政改革を断行するのに必要な素質や実行力に恵まれていた。友俊のこうした実践的性格も、壊徳堂の学問の影響が少なくなかったであろう。機徳堂が大阪町入学の殿堂といわれる も、そのためである。近佐町人道というものも、幕藩制社会おける経営危機を克服する過程において、経営理念の提唱とその実践などを経て確立した摩史的所産なのであった。この享係期には、町人道の確立を提唱した石間梅岩が、京都中平底町
御池上ルの自宅を開放して、
の議席をひらき、
「石門心学」を説
き、町人に倫迎的
2日幻覚、古田民し、武士と対等の立場にたつよう力説し、
町人階層に自信と自覚と 強めさせたこともよく知られている 梅山お
とひ
は『都部問答』(一冗文四年〔
七三九〕刊)
のなかで、
「士見利を得るは商
人の道なり」と述べ、高業利潤の正当性を強調し、
「商人の売科は土
の禄に同じ」とも説いた。さらに「商人の道と言うとも何ぞ士農工の道に替ること有らんや
L
と一万い、
また「士農工商とも天の一一物なり。
天に一
つの道有らんや」と論断し、梅岩はそこに「一つの道」すなわ
ち道義の根本を浮き彫りにしたのであった。このようにして、梅岩は町人たちに発想の転換を求め、 社会的役割 ついて積秘的な怠議を強調し、新しい師傾体系 教化につ め そこ は、近松門在
なると
衛門が『タ霧阿波鳴渡』(一比徳一一年〔一七一一己初演)のなかで、「侍と
たつととおと
も長からず、 とても賎しからず、長いものは此の胸
ぱっ
しω
放った心意気と相通じるものさえ感じられる。
とみのん
梅岩の門人、手島堵庵は梅山おの没後、各地において心学講舎を間開設
して、
天明五年
心学の普及につとめたが、大阪への心学の導入は、
かぎりやまも
(一七八五)九月、島の内鈴鹿町心斎橋の三木慶太兵衛(井上宗甫)によっ合て
恥ぎ
iJW:ζ7 
4語ば 7 J:
」で 耳つ
侃れ3宏、
竜野心
官学
'Jtr明
仁口 - .. 馬車
III了 間ー
発
展
し
た
つづいて敦厚舎(玉造)、静安
(天満天神筋)、協恭舎(北堀江)、
一結成会(平野町)が聞かれ、
いわゆる「大阪の七舎」が設けられた。
こうした心学の大阪進出に対して、懐徳堂の第四代学主であった中
井竹山は、
(寛政元年〔一七八九〕著述)のなかで、
その
心学が日常生活に関する教化をおこない、世に神品抗するものであることを認めながらも、他方において、心学道話で卑近な一…一一口砕を用いて愚俗を引き入れていることは大い
あり、幕府はその取締りをおこ
なうべきものとさえ述べている(柴問実『梅治とその門流
llt
お門心学史研
究
li
』昭和五十二年)。
このように、心学には強力な批判的意見もみられたが、京都や大阪
ばかりではなく、全国各地に普及し、町人階回閣のみならず、後には幕府当局や諸大名にまで及び、また都市にお ても農村においても流布したのであった。その点 大阪の上関町人を対象 して た懐徳堂の学問とはその性格が違っていた。
四
懐徳堂学派の人びと
し、
懐徳堂の
は、初代一一一宅石施、ニ代中弁護施の後、
の子春楼
が一一一代学主となり、春後の没後、中井竹山が間代学主となり、弟の股軒は陰から竹山を助けた。
竹山の後は、竹山の子碩果、波河内火、泉(竹
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山の外孫)、制悶(絞軒の孫)となったが、幕末期の慶応年(一八六七)になると、侠
中井竹111踊{象
徳設の経営が窮状におちいり、寒泉・桐劉 連名で大阪町中本行所に援助を懇請せざるをえぬ状態となった。
その後、明治一一年にはさきに述べたように、懐徳堂は附閉鎖のやむなきに立ち至った。その閥、懐徳堂の名声は、中井竹山・履軒の兄弟の努カによるところが大きく、その時期には懐徳堂の黄金時代を迎えた。懐徳堂に学んだ人びとのなかから、『出定後任
rg
消のす〈』などを著
しるさいがつくないやまがたばん
わした富永仲装、『夢之代』可等我の償』などの著作で知られる 片幡とうずいくさましおり桃、『一一一究図説』『草間伊助紘一十記』『鴻池一新聞開発事略
LJ
胤の来品『茶
探名物閣議』などの多くのすぐれた書物を著わした鴻池毘伊助(本間猷かた方)などの著名な町入学者が抜出した。
ん富永仲基は、
「懐徳堂五同志」のメンバーである
ヌjく
春の三男
で、仲基は「杏は舗の子に非ず、道の子に非ず 亦仏 子に非ず、傍
うんい
ら其の云為を観て、間以つ私にこれを論ずること然り」と……一一口い、指教・神道・仏教を批判するととも 、この
つの道のほかに「誠の道」の
あることを明らかにした。付基は自由討究の批判的な立場をとり、府の教学の権威も相対化 よう した。その め恩師 三宅石庖から破門されたくらいであったが、懐徳堂の生んだ天才であったこ はいうまでもない。
山片播桃は、北浜の雨篠田開升屋(山片家)平右衛門に奉公し、
の
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発展に尽力し、別家となり升屋小右衛門と称した。嬬桃が仙台藩の簿財政再建 成功 たことは有名で、江戸後期の経世家として知られる海保育践は、その
吋升小談』でこのことを取りあげている。機徳堂
では竹山・股軒に都中学し、中井門下の諸蕊孔明ともいわれたくらいの傑物
φめった。天文暦学者・医者として知られた麻間関立とも交流し、
儒教的・科学的合恕主義を唱え、
『夢之代』では、天文・地盟・股史
-制度・経済・無鬼などについて述べ、地動説を主張し、援強不滅論止を否定して無鬼論(鬼神論)のような唯物論的傾向を示した。
まこ主、阜県一之
C、ナ
J
一一4Zu--a
な位界地理の知識を持ち、欧州諸国の動向をさぐり、
アジアにおける
槌弐地化の危機を訴えていることは注目されよう。ふせやそでき伏屋索扶の生現実験内容を正確に淑解するととも 、情王切聞の合理
については、
性を説いているのも興味深い(末中潤犬「燦徳蛍学派の人
?l!
大坂実学の
主張
ii
」、相良乎ほか一縦六江戸の思想家たち』(下巻)所収、昭和五十問年)。
はざま
このように、幡桃は麻間関立の門人であったが、附じ剛史門下の部
(長涯の後援を得た橋本宗吉の下から伏壁素秋・大矢尚斎・各務
なかてんゅう
文献・斎藤方策・中天散らがドいおしこ。百
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瀞の門人であったから、その系譜をたどれば隊問剛立の学統につらなる人びとのなかに加えられるであろう。制州立は懐徳堂と関係が深く、
えっそろうひっ
中井履軒の『越組弄筆』(安永一一年〔一七七…一一〕)は、開立による人体解部を実見したことによって著わされたものであるといわれる。
したがっ
て、適塾の学問は懐徳堂の学問のひろい流れのなかに位附づけることができるであろう。 の点に関して、宮本文次氏は麻田附立から続本
に宝る人的系譜や、麻間流天文ゃーを創り出した人びとを凶示して
いる(向氏『大阪文化史論』一一一一一二文てその原図に、麻叩附なと懐徳堂との関係、橋本宗安と適塾との関連などを付け加え 次に
しておく。
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}のような、麻山剛しは・川沿い市・橋本山川七日を帖とし
とのつ々がりについて、
いγ日本文次氏は次のように述べている。
すなわ
ふり、
「山脈問山内天文学の霞秀なる発展はまさに大扱という町入社会の土
で生まれた学問的所広であり、
しまた快徳川
Htが一流一派の
ず、解政的で、和学も洋学も拍燦し、とくに中井股粁の
ある料
度…附学をも段以しており、山片鱗桃の如きにおいて、独
rけの開花を見
たわけであるが、この股粁と続交ある附長あるいは
の出現を考え
ねばならぬ。
んだ橋本
一五俊の指導で、江戸の
いて、その下から伏山一来秋・大矢
wMJd
・会務文献・資膝ガ筑
中天除、かいて、山叩天慌の指導で 更に江戸の
今じん
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」弘口付
J
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洪町が大限に
Mm
って追川拾を聞き、大阪はまさに当時の
のメッカに
なる一(品川沿書、
一一一一一…
J
一一一三頁)と説かれている。
脊てた代夫的な町入学者であった山片嬬桃の
、この
ような人的系諦のなかで位問づけられ、その大、ダ一な影棚九日力もうかがうことができる。こ 山片隅桃 つ ては、米中折夫氏の雌結吋山片幡桃の研究「拶之代」
(昭和四十六年)ならびに守山片嬬桃の研究
(昭和五十一年)があり、慎徳堂学の特買を迎解することができ
る。今後においては、幡桃の場合にみられるよう 例加似究が進化するとともに、全開会地におけ
の普及状態についても調夜
研究を進め、その総合的研究をおこなうことが必要とされよう。
(川、氷仲恭・山川片端桃とともに、
の生んだ町入学者として知ら
れる平矧泣方は、鴻池山ゑに奉公して、
のちに別家を許され、，間池蕗伊
劫と称し、熊本滞・府内滞・多度浮諜・山崎藩・夜間藩
-m
安家とも
せ
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取引をおこない、豪詣鴻池諮問右衛門の片腕となり活臨した。さきにあげた直方の諸著作のうち、
四十
mm
冊はとくに著名で、一札
戸時代に著わされた貨幣史・金融史・物価史・貿易史 どに関する敢山口同の労作であった。 のよ に 直方の学問に
に活用する
ことができる実用の
しての特徴がみられた(復刻版コ一貨凶稔』〔作
道洋太郎解題〕参照、昭和五十一一一年〉
0
はまた隠賠後、学問研究のか
たわら風流茶山本で余生を楽しみ、
吋茶川市名物図会』九十五巻を若わし
た。問問附哉は近位茶道史の名著といわ 、昭和五十
こ士、
K12
詰ミ
tt3in444λ 
郎・原同伴彦氏の殻修校関により復刻公刊された。
五
懐徳堂の経営と大紋町人
大薮大学所蔵の侠徳泣文防仰のなかに、天明元年(一七八一)十二月の「侠徳堂義金簿
L
と題した記録がある。これは懐徳堂修訟のための
金募集をおこなった時のもので、それに応じた町人たちは、太郎・小西新右衛門・鴻池宗太郎・描州市原九郎兵衛・尼崎屋七布衛門-升屋一千右衛門・米康助右衛門・千稲屋弥左衛門・尼崎康市お衛門の九名であった。その義金総額は、銀一入賞九四匁であっ
また
金簿」には、この
につづいて「貸付覚」という醐があり、懐総堂
が千種屋弥左衛門・升鹿沼
l右衛門・尼崎産七右衛門の
名から総額銀
七質問の貸付銀の融資を受けたことを記載している。このように、
懐徳堂一の
は、同志の町人たちによる義人本と貸付銀融資の段助が
必要であった。
この同志のうちの
(一品
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子家)助右衛門の天保一万年
'店子家勘定版
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正月っ勘定帳
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大阪大
学経済学部経済史・経営史研究室現蔵)をみると、その時期は前
の天明州知よりは少しくだる
yう L
から懐徳蛍に融資していた状況を、商人制の記録から明らか
にすることができる。その「勘定鍛」には、壊徳堂への融資が
1i:T) 
わたって記帳され、次のよう
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ふイマー、
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一朱之利、亥山口丹より卯四月迄瓦ケ度出済之加品、利足御眠ニ一山
亥四月より無利 々一苅入残元かし
侠徳堂義
A就学校」と記殺されてい
る。銀問
OOR
ないし五
OOH
が年一一…朱(…一一%)という低利で融資され
(他の商人貸しの場合は月七米〔 利にして八
-mug
あるいは月八朱という事
例が多い)、快徳堂に対しては通常の利子市中よりはるかに低くなっていた点が特徴的である。
たんに
とか、
のことを、
,,-1: 
d、
とも刀いていることは興味深い。なお、
は
千
(千葉段・平瀬家)の
肢であった
c
また官本又次氏は、安政六年(一八双九)懐徳常において同士ゆから五
。年間無利息で借銀を受け、
に間け、
五年間五朱の利息を
得た事例を紹介している。
その銀主は予期宗十郎(銀明治質問幻)・平瀬
で、
では元金なしに
市郊兵衛(銀一五貫目)・白山彦五郎(銀一一
O
食民)の
(合計銀八
O
骨片岡)
った(宮本又次『大阪経済文化史談義』一五七頁)。
の利息を受けて経営資金としたのであ
の町人たちが
」のようにして、懐徳堂創設期の
0) 
に参加し、大限独自の学問所が総持され、
l? 
はじめ、これら
的人教化の目的を達成することができたのであった。
占
/'¥ 
懐徳堂学の復興
近拡大阪町入学の殿堂として重要な機能を来たした惚徳常について、」れまで多くの研究がみられ、
の台所」としての繁栄をみせた
学問の特質が説かれてきた。大阪特有の経営風土との深いかかわり合いにおいて、懐徳堂における
ところが、この懐徳堂の学問や、その流れを汲む懐徳蛍学派の人び
とについての倒加研究は、中井竹山・間程軒はじめ、京、氷仲茶・向仏パ
ι 
がZ
lrif 子
幡挑・草間直方などの代ふ公的な人物は別として、未だそれ程深化していな
信子家勘定11長
いのが現状である。今後においては、こう
した研究史にみられる欠点を克服するとともに、的別研究の深化にあわせ
てその総合的研究を進め、近役大阪における学問の独
'H
な性格を再検
討し、
大抜昨人の行動原則正ないし側似体系の形成過程を明らかにして
れくことが必要であろう。
このような研究を通じて、懐徳堂の学問にみられる自由討究の精神
の現代に
る立義を明らかにするとともに、それが近枇町人階岡山の
生活原版にどのような影響を及ぼしていたのかを終認することがお一嬰でゐる。そうして、大阪向入学 伝統がいかにして近現代の関間企業家精神の雌史的基殺たりえたかを問題とし、現代 も生寺てい 妓徳九五の学問 特質を多角的に究明 なければならな 。それはまたっ関凶復権」 的指標 確定することにもなる う。その意味に
、ζ行MM
いまや懐徳蛍学設関門の秋が到来しているように思われる。
おいて、
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